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【論文題名】

Ghrelinpreventsthedevelopmentofexperimentaldiabeticneuropathyinrodents

グレリンはげっ歯類において実験的糖尿病神経障害の進行を防ぐ

【要 旨】

グレリンは成長ホルモン分泌促進物質(GHS)受容体の内因性リガンドとして胃の抽出

物中に発見されたアシル化されたペプチドである｡このペプチドは､食物摂取および成

長ホルモンの分泌を増加させ､炎症や酸化ストレスを抑制し､細胞の生存と増殖を促進

する｡我々は､C57BU6Nマウス､GHS受容体欠嘩マウス､成長ホルモン欠損ラット

でストレプトゾトシン誘発糖尿病の多発性神経障害の予防におけるグレリンの薬理作

用を検討した｡グレリンまたはdeSaCy1-グレリンをストレプトゾトシン投与直後より4

週間毎日投与した｡食物摂取量､体重､血糖値および血衆インスリンレベル､神経伝導

速度､温度感覚､8isoprostaglandinF2α (8-isoIPGF2α)レベルに対するグレリン

の効果を検討した｡グレリンは､生理食塩水またはdesacy1-グレリン投与で治療した群

と比較して食物摂取､体重増加､血糖値､血衆インスリンレベルに影響しなかった｡グ

レリンは､運動感覚性多発神経障害を防止し､C57BL/6Nマウスに8-iso-PGF2αの

血祭中濃度を減少させたO-方､desacy1-グレリンは神経障害を防止しなかった.グレ

リンはまた､成長ホルモン欠損ラットにおいても神経伝導速度の低下を防いだが､GHS

受容体ノックアウトマウスでは抑制しなかった｡結論として､音歯類の糖尿病モデルに

おいて､グレリン投与は糖尿病多発神経障害を防止し､~この効果は､GHS受容体を介

して作用し､成長ホルモンとは無関係であった｡グレリンは糖尿病性多発神経障害の進

行予防において､治療法の一つとなりうる可能性がある｡

備考 論文要旨は1,000字程度にまとめるものとすること｡


